
施設別一覧表（実施方法、薬剤使用量（屋外・屋内））について 
 
１ 実施方法について 
（１）部署名 
   当該施設の管理を担当している名古屋市の局区室名が記載されています。 
 
（２）施設の名称 

施設ごとの名称が記載されていますが、複数の施設で一括して薬剤を使用等してい
る場合などは、複数の施設に該当するような名称が記載されています。 

 
（３）実施方法 
  屋外（農薬等）、屋内（殺虫剤・殺そ剤）、屋内（シロアリ防除剤・消毒剤）の別に、回答をま
とめました。なお、複数施設における一括回答は、指針に定める事項のうち最も条件
の厳しい施設の結果に基づいています。 

「ア～カ」などの表示は、次表のとおりです。なお、空欄はその項目において、「回
答の必要がない」又は「回答ができない」項目です。 
 

表示 設問項目 選択肢 
ア 調査の対象となる薬剤を使用したか。 「○」 使用した 

「×」 使用しなかった 
イ 薬剤の使用等に係る作業はどのように

実施したか。（委託、直営） 
「委託」 委託で実施 
「直営」 直営（職員等）で実施 
「委託・直営」 委託と直営の箇所が混在 

ウ 薬剤の使用等防除作業の前に病害虫等
の生息状況調査を実施したか。 

「○」 生息状況調査（目視確認、聞き取り

調査等）を実施した 

（例外として、生息状況に関らず一律

に薬剤を使用することができる施設等※

を含む。） 

「×」 実施しなかった 
エ ウの結果に基づいて薬剤を使用したか。 「○」 生息が確認されたため、薬剤を使用

した 

「×」 生息が確認されなかったが、一律に

薬剤を使用した 

調査を実施せずに薬剤を使用した 

オ 使用した薬剤の名称、量等を記録・保
存しているか。 

「○」 記録・保存している 
「×」 記録・保存していない 

カ 作業前後に、施設利用者や周辺住民等
に対し、作業の目的、作業日時、作業
方法、注意事項等を周知したか。 

「○」 周知した 
「×」 周知しなかった 

※ 貴重な植物の保存や観賞用栽培、試験研究のための施設等、また、食品を取り扱う区域、排水槽、阻

集器及び廃棄物の保管整備の周辺等特に衛生害虫、ネズミが発生しやすい箇所並びにシロアリによる被

害のおそれがある箇所 



２ 薬剤使用量（屋外・屋内）について 
（１）実施日 
  作業の実施日が記載されています。 

 
（２）薬剤の名称 
   一般名が記載されている場合と、商品名が記載されている場合があります。 
 
（３）薬剤の区分 

以下の薬剤区分から選択されています。 
ア 屋外 

薬剤区分 説明 
殺虫剤 農作物などに害を及ぼす害虫を防除する薬剤 
殺菌剤 農作物などに害を及ぼす病気を防除する薬剤 
除草剤 雑草を防除する薬剤 
植物成長調整剤 農作物の生育を促進したり抑制する薬剤 
展着剤 他の農薬と混合して使い、その農薬の付着性を高める薬剤 
その他 上記以外の薬剤 

 
イ 屋内 

薬剤区分 説明 
殺虫剤 
(ｼﾛｱﾘ防除剤を除く） 

衛生害虫（ゴキブリ等）又は不快害虫（ハチ等）を防除す
る薬剤 

シロアリ防除剤 シロアリを防除する薬剤 
殺そ剤 ネズミを防除する薬剤 
消毒剤 細菌等を消毒する薬剤 

（建物や車輌の床等構造物の消毒（器具消毒、人体消毒等
は対象外）） 

 
（４）使用対象（屋外）又は使用場所（屋内） 
   屋外の場合は使用対象（樹木、雑草など）、屋内の場合は使用場所（事務室、廊下な

ど）が記載されています。 
 
（５）薬剤（原液）の使用量 
   希釈して用いた薬剤においても、希釈前の原液の使用量（商品の使用量）が記載さ

れています。なお、使用量は小数点以下第二位までの記載を原則としていますが、量
によってはそれ以外の記載をしている場合があります。 

 
（６）希釈倍率 
   希釈した際の希釈倍率（原液を何倍に薄めたか）が記載されています。薄めずに原

液のまま使用した場合は 1倍となっています。 
 
（７）使用量、散布量 
   実際に使用した薬剤の使用量、散布量が記載されています。 
  （（７）使用量、散布量）＝（（５）原液の使用量）×（（６）希釈倍率） 


